
環境会計
花王は、環境への取り組みを効率的かつ効果的に推進するために、環境保全活動にかかる費用とその効果を数値化し、企業価値の向上をめざします。

※1 �花王（株）、花王クエーカー（株）、花王グループカスタマーマーケティング（株）､ 花王サニタリープロダクツ愛媛（株）､（株）カネボウ
化粧品、（株）エキップ、花王プロフェッショナル・サービス（株）、花王サロンジャパン（株）、モルトンブラウンジャパン（株）、花王製
紙富士（株）、花王ビジネスアソシエ（株）、花王ロジスティクス（株）、（株）消費生活研究所、花王ピオニー（株）、花王コスメプロダク
ツ小田原（株）

※2 �Kao （Taiwan） Corporation, Kao Vietnam Co., Ltd., Pilipinas Kao, Incorporated, Kao Industrial （Thailand） Co., Ltd., Kao Soap 
（Malaysia） Sdn. Bhd., Fatty Chemical （Malaysia） Sdn.Bhd., Kao Plasticizer（Malaysia）Sdn. Bhd., Kao Oleochemical （Malaysia） 
Sdn. Bhd., PT. Kao Indonesia Chemicals, Kao Specialties Americas LLC, Quimi-Kao, S.A. de C.V., Kao Corporation S.A., Kao （Hefei） 
Co., Ltd., Kao Chemicals GmbH, PT Kao Indonesia, Kao Manufacturing Germany GmbH, Kao （Shanghai） Chemical Industries 
Co., Ltd., Kao USA Inc., Molton Brown Limited, Kao Corporation Shanghai, Huludao Jinxing Casting Materials Co., Ltd.

※3 費用額には減価償却費を含んでいます。
※4 �経済効果は有価物および固定資産の売却金額と費用節減金額を計上し、リスク

回避等の仮定に基づく経済効果、いわゆる「みなし効果」は計上していません。
※5 �費用節減金額は、当該年度に発生した項目の1年間の節減額を当該年度のみ計

上し､ 複数年度にわたって計上はしていません。

（単位：百万円）（単位：百万円）

（単位：百万円）

2025年の環境会計報告
❶ �環境省「環境会計ガイドライン2005年版」に準拠しています。また､ 一般社団法人日本化学

工業協会「化学企業のための環境会計ガイドライン（2003年11月）」も参考にしています｡
❷ 集計範囲は、国内花王グループ※1および主要海外子会社※2です。
❸ 期間は2025年1月1日から2025年12月31日までです。

環境保全コスト（事業活動に応じた分類） 環境保全対策に伴う経済効果※4

環境保全コスト（環境保全対策分野に応じた分類）
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日本 アジア・米州・欧州
分類 主な取り組み内容 投資額 費用額※3 投資額 費用額※3

（1）事業エリア内コスト 664 4,534 1,630 11,356

内訳
① 公害防止 大気汚染防止、水質汚濁防止 171 1,873 826 1,961
② 地球環境保全 省エネルギー 318 651 424 2,265
③ 資源循環 省資源、廃棄物処理・処分 175 2,010 381 7,130

（2）上・下流コスト 環境対応製品生産設備、容器包装リサイクル 0 2,577 0 2,047
（3）管理活動コスト EMS取得・維持、環境広報、事業場内緑化 0 1,156 84 454
（4）研究開発コスト 環境対応研究開発 794 7,010 0 1,265
（5）社会活動コスト 事業場外自然保護・緑化、支援金 0 21 0 29
（6）環境損傷コスト 0 0 0 55
合計 1,458 15,297 1,714 15,206

日本 アジア・米州・欧州
分類 主な取り組み内容 投資額 費用額※3 投資額 費用額※3

① 地球温暖化対策に関するコスト 省エネルギー 318 651 415 1,336 
② オゾン層保護対策に関するコスト 代替フロンへの切り替え 0 0 9 880 
③ 大気環境保全に関するコスト 大気汚染防止､ 粉塵防止､ 悪臭防止 4 405 173 624 
④ 騒音・振動対策に関するコスト 騒音防止 0 7 130 76 
⑤ 水環境・土壌環境・地盤環境保全に関するコスト 水質汚濁防止 168 1,461 497 1,246 
⑥ 廃棄物・リサイクル対策に関するコスト 省資源､ 産業廃棄物の減容化､ リサイクル 175 4,587 381 7,331 
⑦ 化学物質対策に関するコスト 製品･ 製造開発研究 794 7,010 0 1,262 
⑧ 自然環境保全に関するコスト 事業場外自然保護・緑化､ 支援金 0 15 22 150 
⑨ その他コスト EMS取得・維持､ 環境広報､ 事業場内緑化 0 1,162 84 2,300 
合計 1,458 15,297 1,710 15,206 

日本 アジア・ 
米州・欧州

効果の内容 金額 金額

収益 有価物、固定資産の
売却金額 285 474

費用節減※5

省エネルギーによる
費用節減金額 296 300

省資源による費用節減
金額 819 1,633

経費節減金額（環境 
対策設備の保守費用等） 31 983

合計 1,430 3,390

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

脱炭素

ごみゼロ

水保全

大気および
水質汚染防止

製品ライフサイクルと
環境負荷

> 環境会計

正道を歩む
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